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減損損失の計上とPCB処理引当金の追加繰入を行う方針としたことから、平成29年1月20日に公表

した業績予想および配当予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。

１．特別損失の発生について

(1)減損損失発生の理由
　　当社の大型鉱山建設機械用部品製造ラインについて今後、低稼働状況が継続する可能性が
　今般高まったことから、将来の回収可能性について検討した結果、「固定資産の減損に係る
　会計基準」に従い、当ラインの帳簿価額について将来キャッシュ・フローの現在価値まで
　減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上する予定です。
　　本会計処理は当社のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。

　平成29年3月期における減損損失
　　330百万円程度

(2)ＰＣＢ処理引当金追加繰入の理由
　　当社は、平成28年3月末で高濃度ＰＣＢコンデンサを対象に230百万円のＰＣＢ処理引当金
　を計上しています。　工場建屋の照明のＬＥＤ化工事に伴い照明用安定器を取り外して個別
　に銘板の確認を進めたことにより、今般、照明用安定器に含まれる高濃度ＰＣＢ機器の数量
　を推定することが可能となったことから、現在使用中の照明を含めＰＣＢ処理費用を見積も
　り、追加でＰＣＢ処理引当金を繰入れ、特別損失に計上する予定です。

　平成29年3月期における追加繰入額
　　370百万円程度

２．業績予想の修正について

平成29年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

修正の理由
  上記の特別損失の発生に伴い、平成29年1月20日に公表した業績予想を修正いたします。

特別損失の計上ならびに
業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ

　当社は、本日3月10日開催の取締役会において、平成29年3月期に特別損失として事業用資産の

記

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
親会社株主に
帰 属 す る
当 期 純 利 益

1 株 当 た り
当 期 純 利 益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

9,500 △ 350 △ 350 △ 250 △ 4.87

今回修正予想(Ｂ) 9,500 △ 350 △ 350 △ 860 △ 16.76

増減額(Ｂ－Ａ) 0 0 0 △ 610

増減率(％) ― ― ― ―

(ご参考）前期実績
(平成28年３月期)

11,096 213 225 109 2.13

前回発表予想(Ａ)



３．配当予想の修正について

修正の理由
　　当社は、経営基盤の強化及び将来の事業展開に備えるための内部留保の充実等を勘案
　した上で、株主の皆様方に対する利益還元を実現していくことを基本方針としております。
　当社の期末配当金は、１株につき2.5円を予想しておりましたが、上記の通期連結業績予想
　の修正のとおり、親会社株主に帰属する当期純損益が大幅な赤字となる見込であることから、
　当期の期末配当金につきましては、1.5円に修正させていただく予定です。

※上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、その達成を当社として
　約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績は今後のさまざまな要因によって異な
　る結果となる可能性があります。

　      　 以　　上

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期　末 合　計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

前　回　予　想
(平成29年1月20日発表)

－ － － 2.50 2.50

今回修正予想 － － － 1.50 1.50

当　期　実　績 － 0.00 －

前　期　実　績
(平成28年3月期)

－ 0.00 － 2.50 2.50

年間配当金（円）


